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８月１日に、主要百貨店５社が７月の売上高（速報）を公表した。これを元にすると、７月の全国百貨店

売上高（全店ベース）は前年比▲2.3％程度が予想される。６月の同▲5.5％から減少幅は縮小するとみられ

るが、これは昨年７月の売上が弱かったことの裏が出ている影響が大きい。昨年は、例年７月に行われるセ

ールを６月に前倒ししたため、昨年６月の売上が高めに、逆に７月の売上が低めに出ている。そのため、前

年比で見ると今年６月は弱く、７月は強く出やすい。それにも関わらず今年７月は前年比マイナスにとどま

ったとみられ、実態としては弱めとの評価が妥当だろう。 

実際、季節調整済み前月比（筆者試算）では▲0.4％と微減である。４月に前月比▲29.5％と減少した後、

５月に同＋5.8％、６月に同＋3.1％と着実に回復していたが、７月はいったん小休止する形になったとみら

れる。７月は月前半に雨が多かった影響で客足が鈍ったことが下押しになったようだが（天候が回復した月

後半は持ち直した模様）、果たして天候不順要因だけで片付けてよいものかどうか。７月はボーナス支給後

の売上増が期待されていただけに、（天候不順はあったにせよ）物足りない結果だろう。 

なお、７月の水準（季節調整値）は４-６月期を 3.5％Pt 上回る見込みだ。７月は微減にとどまったが、５、

６月の増加によるゲタ効果で、７-９月期の百貨店売上高は前期比プラスに転じるだろう。ただ、４-６月期

の落ち込み（前期比▲15.3％）の後にしては戻りは物足りない印象。８月以降の回復に期待がかかる。 

 

前回増税時と比較しても、７月は下振れが目立つ。６月までに関しては、３月の駆け込みの規模、４月の

反動減の規模、５、６月の持ち直しペースともほぼ前回と同じだったのだが、７月については、前回増税時

は回復が続いた一方、今回はほぼ横ばいにとどまり、前回対比弱い。先行きの消費回復シナリオに懸念を抱

かせる結果と言えるだろう。８月が明確に持ち直し、７月の足踏みが天候不順による一時的なものだったと

示せるかどうかが当面の焦点だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 （出所）日本百貨店協会「全国百貨店売上高」

（注1）2014年７月は筆者による予測値

（注2）季節調整は筆者
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（出所）日本百貨店協会「全国百貨店売上高」

（注1）季節調整は筆者

（注2）2013年平均、1996年平均をそれぞれ100として指数化

（注3）2014年７月は筆者による予測値
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